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何をわかりやすく
表したいのかな？

日常の問題を解決する場合は、まず、
問題場面で求められていることに着目
する必要があります。グラフに表した後、
問題場面に照らして児童自らが判断し
たり、それが適切かどうかを振り返った
りする場面を設けることが大切です。

百のくらいまでのがい数でグラフ

に表すなら、５００ごとの目盛りの

間を５つに分けて１００ごとの目盛

りを加えるとかきやすくなるよ。

だいすけさんのぼうグラフを見ると、９月、１０月、１２月が

多く集まった月と言えるけど、それでいいのかな？

がい数の表し方によって、グラフの形も変わるから、目的に合わ

せて、どこの位までのがい数にするか、グラフの目盛りをいくつ

にするかなどを考えるとわかりやすい表し方ができるね。

解決の目的にあった数の処理
の仕方を考える。

単位量あたりの大きさを求める
除法の式と商の意味を適切に
捉えて判断する。

単位量あたりの大きさを求める問題に対し
ては、依然として課題があります。
問題場面を図で表して式にしたり、式に表し
た関係を図で表したり、図や式の意味を言葉
で説明したりと、式の意味を問題場面や図と
関連付ける場を設定することが大切です。

二人とも、わり算で計算しているけど、それぞれ式が

違うね。何を求めて比べようとしているのかな？

なるほど。求
めた大きさを
比べると混み
具合が
わかるね。

どちらが混んでいると
いえるのかな？

求めた割合を比較して判断
するための問いかけ

どちらが混んでいるが
比べるために、
A １２÷６＝２
B ８÷５＝１．６
と計算したんだけど…。

ぼくは、混み具合を
調べるために、
A ６÷１２＝０．５
B ５÷８＝０．６２５
と計算したよ。

単位量あたりの量を求めて、それぞれの意味を考えて比較

すると、どちらが混んでいるのかがわかるんだね。

（単元到達度評価問題 第５学年 昨年度１１月実施分より）

面積で割るということは、「１㎡あたりの人数」を、
人数で割るということは、「１人あたりの面積」を
求めていることになるよね。

ということは、
A １㎡あたり２人
B １㎡あたり１．６人
になるんだ。

ぼくの計算は、
A １人あたり０．５㎡
B １人あたり０．６２５㎡
になるということだね。

「１㎡あたりの人数」で
比べると、多い方が混ん
でいるから、Aのほうが
混んでいるといえるね。

千の位までのがい数で表したら、９月、１０月、１２月が

どれも３０００になったんだ。

他の月も百の位までのがい数

で表すと、集めた数のちがいが

はっきりするよ。

１２月が一番多いことがわかるグラフにしたいよね。

百の位までのがい数にすると、１２月は、３０００では

なくて、３４００になるよ。９月や１０月はどうかな？

すごいね。がい数にする位を変えたら、グラフの形が変わって、
１２月が一番多いことがわかりやすくなったね。

問題場面で求められていることに
着目するための教師の問いかけ


